

み 


Q O 〇〇 


[t ファイルの 


々戻る 


漏集を）ま示が 


〇 


I [卸 巧 1 

わ気に入りみ）ツールのヘルプ(が ) -ち J —»4 


固齒 ろ一^ 綠 ホ もちに入り ザが. ィァ巧 g ， 国 


ホ ドレ乂牲 1 を h け P:// ぉ by.fmwoHd.ne い 


V 」 百 おかリンク 


〇图 

否圆 


ひとつ前のページに戻る 


なかなか表示されないとさ、ページが 

お < ちゆうし 

送られてくるのを中止する 


な國 


表示しているページを最新の状態に 
する 


〇國 


最初のページに戻る 


@ 因 


「お気に入り」に登録したぺージの一覧 

ひょうじ 

を表示する 


@國 


ひょうじちゅう いんさつ 

表示中のページを巧刷する 


〇 


[ルレ乂 を) 悼 http ： //azby.f mwor ld.net/ S 

見たいホームページのアドレスを入力して 
を押すと、ホームページが表示される。 

U つうじょう はんかくえいすう にゅうりょく 

アドレスは、通常、半角英数で入力する 


Q メニュ • 


> 文字の大きさを変えたい 

「表示」^「夕字のサイズ」で文字のサイズを 

クリック（文字の大きさが変わらない場合もある） 


> 文字（日本語）を正しく表示したい 

「表示」一「エンコード」で「日本語（自動選択）」 
「日本語（シフト JIS )」 r 日本語に UC )」 の 
いずれかをク U ック 

>叢宗軍のページを「お貪に A り」に薑練したい 

「お気に入り」^「お気に入りに追加」をクリック 

• 嘗囊の置ゃろ章の爸を塞ぇたい 

「ツール」一「インターネットオプション」一 
「全般」タブ^「色」ボタンをクリック 


さが B B きほんてきつかかたおぼ にゅうもん 

タレ J たいことで縣したい(@ソニ3 —） _P ■ 基本的な使い方を賛えたい(パソコン 7 VP 弓)_ 


「スタート」ボタンー r @ メニュー」をクリック 

-化卸-ご 


もくてき あ S こ""^ …巧 

目的に合ったソフトウェアが庶，.が-"* 


探せる 


r け， 

に 巧 , • ド 


二のマニュアルは再生紙を使用しています。 




「スタート」ボタンー「すべてのプ□グラム」 

にゆうもん 

「パソコン入門」をクリック 


え もじおんせい あんないしたが 

絵、文字、音声の案内に従っ 

れんしゅう おぼ 

て練習しながら覚えられる 


. , A 力の手■を竟えよう-ひらがなを入力 

.‘ .r-.i-cir — ‘I I ひミおな W 

いが W •♦リー ななこ,、 

■ 知;’ ぶ.. 

■ I 
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じにゆラりよ < 




1 お 

し、 
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ス 
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1 A 

1 

U 1 

E 

〇 1 

1 か 

を 

< 1 

け 

こ 1 

1 KA 

KI 

KU 1 

KE 

KO 1 

1 さ 

し 

ず 1 

せ 

そ 

1 SA 

SI ( SHI ) 

SU 1 

SE 

SO 1 

1 た 

ち 

つ 1 て 

と 


TUchi ) 

TU(tsu)| TE 

TO 1 

1 な 

に 

め 1 

ね 

の 1 

1 NA 

N1 

NU 1 

NE 

N0 1 

は 

ひ 

ふ L 

へ 

ほ 1 

1 HA 1 

HI 

HU(fu)|[ 

HE 

H0 1 




み 


む 


め 


や 


YA 


圧 


ら 


RA 


ね 


WA 


ん 


NN 


Ml 


し、 


MU 


YI 


じ 


ラい 


ME 


いく 

ぎ 

ぐ 

ば 

ご 

1 GA 

Gl 

GU 

GE 

GO 

J ざ 

じ 

ず 

ぜ 

ぞ 

i ZA 

ZI(JI) 

ZU 

ZE 

ZO 

j だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 

1 DA 

Dl 

DU 

DE 

DO 

1 ば 

び 

ぶ 

ベ 

ぼ 

i BA 

巨 1 

巨 U 

BE 

巨 0 

S ぱ 

ぴ 

ぷ 

ぺ 

ぽ 

i PA 

PI 

PU 

PE 

PO 


ちし） ち じ 

ルさい文字 


ち 


M0 


ゅ r いぇ ]「 ょ J 

YU JL YE J[ Y0 ] 


ぉ 

し、 

ラ 

を 

お 

LA ( XA ) 

LI ( XI ) 

LU(xu) 

LE(xe) 

LO ( XO ) 

■3 [ま 1] 

や [ 注 2] 

KD [ま 2] 

ょ [ま 2] 


LTU ( xtu ) 

LYA ( xya ) 

LYU ( xyu ) 

LYO ( xyo ) 



る 



RU I RE I R0 




WU 


巧 W 。 


ヴ 


VU 


F-F-I 


注1:子音 ( AIUE 日政外)を 2回続けて 巧しても入力できる 

i ) につき國國 圆圆國 

注2 :前の文字の子音の次に 「 YA 」「 YU 」「 YO 」 を 
押しても入力できる 


例）さや 
しゆ 


國國團 

國國國 


にゅうりょく き 


□ー マ字入刀と巧な入刀をのし J 曾えたい 


应 になっている装態で 
Alt (オルト)を押しながら 


カタカナ 
ががな 


を押す 


いちじてき にゅう LJ ょ<さか しゅうりょう 

-時的な入力切り替えのため、 Windows を終了すると 

もと にゅうりょ < じょうたいもど 

元の入力状態に戻ることがある 


JJM ‘ijjl 耐 

] ローマ字入力ができる巧 態 かな入力ができるが 態 
/ (FKANAJ の周りのをが濃くなる) 


「 FMV をより多くのお客様に使いやすく」をめざして、富±通はユ ニ バーサル•デザインを推進しています （ http :// design . fujitsu . com / jp / universal /) 。 





































































































































































































































•— も _ lj _ に ゅうりよく 


入力ずる場所を 
クリック 


^ 力ーソルが点滅！ 


言語バー 




巧 ぶ漏" & 禮 


一部び表示されている例ほ] 


2 就モ-ドを 

^Si げんご えら 

言語パーで選ぶ 


(ひらがねが) > 


にゅうりょく 

違 入力する 
ホ 蓋珍する 
§) 疆害する 


入力 ( D ) 


~ 瞧ホ肥ホ aJM 



文字の丰一を巧す 


[たいよ 〇\ 


変換 


/にゅうりょく かんじ ひょうじ\ 

*+ 言！卜い力したぃミ美字などが表示 

なんかいが 

'T 一 \されるまで何回か押す ノ 


太陽 




を巧ず 


単語ごとに、入力 H > 変換与> 確定を行う 


くうはく い れい 

空白を;\れたい(例:あ己き） 



まえ ちじ 

前の文字を 

か< てい 

確定してから 


(スペース）を巧す 


( ぎょう か かいぎょう \ 

巧を変えたい(改巧） 

話®ろ罢を \m 

確定してから t = 

V 

(エンター）を巧す 

J 

_ J 


えいじ おおもじ こもじ ま にゆうりよく 

巧字の六ス到收魄離て M したい 


とくしゅ も じ にゅうりょく \ 

特殊な夕字を入刀したい 


えいじ にゅう LJ ょ < じょうたい 

英字が入力でさる状態にして 


じゆうりよ< へんかん 


読みを入力して変換する 


な Shift 


(シフト）+文字のキーを押す 


例） f^i ndowsl (最初だけ大文字) 
(シフト）を押しながら 


な Shift 




を押す 


ス字を消したい 

(ノ くックスペース）を巧すと、カーソルの左に 
ある1夕字が削除される 

(デリート）を巧すと、力ーソルのちにある 
1文字が削除される 


Back 

[space 


Delete! 


入力したい文字 

読み 

入力したい文字 

読み 

〜 

か 5 

(巧） 

かぶ 

☆女※ 

ほし 

干 

ゆラびん 

一 <- す4^ 

やじるし 

Tel 

でんね 

「」『』【】 

かつこ 

①〜®、I〜 X 

いち、に、さん… 
a ソ降同様） 

〇参 ◎ 

まる 

夕// 

おなじ 


しか< 

ヶ 

け/か 

X 

ばつ/かける 

ゐ 

ラぃ 

J > 

おんぷ 

を 

ラを 


注：言語バーがタスクバーにあるときは、言語バーを右クリックし、表示されたメニユーから「言語バーの復元」をクリックすると、タスクバーの外に出る。言語バーが 
タスクバーの外にあるときは、言語バーを右クリックし、表示されたメニューから「最小化」をクリックすると、タスクバーに戻る 


•••••• こくし;^ もじ にゅぅりょく 

パへ 厂 ;、 i _ じにゆうりよく St . ^ にゆうりよく 

^ 口ーマ字入力 0 ^ かな入力 


上段は 


な Shift 


禮 


(シフト）を押しなが5巧す 
卡 S はそ©まま J 舌ず 


じ（こゅうりょく げんそく ひだりがわ もじ 

□ーマ字入力では原則として左側の夕字を 

ィ妄萬する 

みぎがわ にゅうりょくよう じ 

キーのち側はかな入力用なので□ーマ字 
入力では使用しない（いくつか例外もある） 



(シフト）を巧しなが5押す 
卡 S はそのまま J あ甲ず 


左側とち側は、入カモードを切り替えて巧ち分ける 

ィ で確 f を/ ィ で確量を/ 

I 脇^^^^^ 


英宇が入力できる巧態 


ひらがなが入力できるが態 


お つうじょう にゅうりょく にゅうりょく ばあい 

を巧しても、通常、「\ (バックスラッシュ）」は入力でをない。「\」を入力したい場合は、「きごう」 

【こゆうりょ< へんかん 

と入力して変換する 


〈とうてん きごう にゅうりょく 

巧読点夕記号なとを八刀したい 


入力したい 

文字 

キーの操作 

□—マ字入力 

かな入力 


つか きごうにゅうりょく 

インターネットなく使う關を M したい 


つうじょうはんかくえいずう にゅうりょく 

インターネットのアドレスは、通常、半角英数で入力 


(読点） 

( 41 ) 


なかぐろ 

冲黒） 


ちょうおん 

一（反曰） 


-ほ 


を押す 
ををす 
ををす 
を易す 


な Shift 


な Shift 


>。 

.る 


な Shift 


を押す 
ををす 
ををす 


半角/ 1 
睦角 


お にゅうりょく 

を押すと、入カモードが 


切り替わる 


ドが 

半ち英数が入力できる巧態 


¥ - 


を巧す 


を 「□-マ字入力のしかた」 な Shift 

を参照 i _ 


さし、「つI 「□-マ字入力のしかた」 
を参照 


な Shift 


を押す 
ををす 


? 


な Shift 

+ 

: i め 





な Shift 

+ 

9 . 

/め 


お かな入力の場合は、 

をホ甲す英字び入力できるげ態 
にしておく 


お かな入力の場合は、 

ホホ甲才英字び入力できる状態 
にしてお< 


入力したい文字 

キーの操作 

~ (チルダ） 


な Shift 

+ 

へ へ 

を鼻す 

/ (スラッシュ） 

1 因 K 甲す 

@ (ァットマーク） 

1 

□ 

j をるす 

. (ピリオド） 

1 

国 

] ををす 

-(八イフン） 


-ほ. 

ををす 

一（アンダーバー） 


な Shift 

+ 

\ろ, 

ををす 

:(コ□ン） 


1* , 

け, 

を在す 

?(半角のクエスチョン 7 —ク） 


な Shift 

+ 

ク • 

/め. 

ををす 


ひょうちゆう きごう ぜんじゆつ お こうじゆつ かいお どうさ あらわ 

表中の+記号は、前述のキーを押しなが5、後述のキーを1回押す動作を表す 



























































































































































































































































































































































































































